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文責 伊藤美佳 

お帰りなさい 豊坂っ子たち 

長いと思っていた夏休みも終わり、９月１日（月）には２学期始業式を行いました。 

「過去最高」や「過去最多」という言葉が多かった今年の夏ですが、９月になっても

８月上旬並みの暑さであることに、驚きを隠せません。幸田町では、現在の気候状況に

対応するため、今年度中に体育館の空調設備を設置してくださいます。豊坂小学校は、

夏休み前から工事が始まり、夏休み中にはエアコンや室外機の設置が終わりました。電

気系統の工事が終われば、９月末から１０月にかけてエアコンを使えるようになるそう

です。暑い中で、大型扇風機の大きな音の中で行っていた始業式や終業式、朝会や集会

を適切な環境の中で行えることは本当にうれしいことです。子どもたちには「当たり前

と思わず、ありがたいと感謝できる豊坂っ子でいてほしいです」と伝えました。利用で

きる日が待ち遠しいです。 

そんな暑い中でも元気に登校した豊坂っ子たちの活気が、学校に戻ってきました。２

学期には、多くの行事（10/9 すもう大会,11/8 学芸会,11/27 マラソン大会,12/4,5 修学

旅行、学年での校外学習など）があります。豊坂っ子が２学期に「あこがれ」の姿をたく

さん見せてくれることを楽しみにしています。行事では、「あこがれ」の「がむしゃらに

取り組む」姿の豊坂っ子がたくさん見られることを楽しみにしています。また、人とし

て「あこがれ」の「あいさつ、ありがとうが笑顔で言える」を大切にして自分から他の

人とかかわり、「あこがれ」の「こまっていると言える、こまっている人に手を差し伸べ

られる」が行動できるようになってくれることを願っています。そのためには、子ども

たちを見守る大人（保護者、地域、教職員等）がかかわっていく必要があります。これ

は、子どもの言葉を大人が代弁したり、大人が解決したりすることではありません。困

っている子どもたちに、まず、「どうしたい」「どうする」と気持ちを聞くことを大切に

していきましょう。学校でも、ご家庭でも、地域でもそうやって大人が聞いてくれたら、

「誰かに伝えたら、自分で解決できた」という経験ができます。子どもたちが人として

大きく成長できる２学期にしたいです。ご理解とご協力をお願いします。 

「豊坂パッションナス」をご購入いただき ありがとうございました 

７月２７日（日）に役場周辺で開かれたマルシェ、８月２０日（水）に豊坂小学校にお

いて、６年生が「豊坂パッションナス」を販売したところ、多くの皆さんにご購入いただ

き、ありがとうございました。マルシェではものの３０分ほどで完売となり、その後に来

てくださった方から「もう売れちゃったの？もっと早く来ればよかった」と言っていただ

けました。豊坂小学校での販売でもたくさんの方が子どもたちの応援に来てくださり、感

謝の言葉しかありません。６年生の子どもたちは、夏休み中ナスの水やりや手入れをする

ために学校へ足を運んでいました。子どもたち自身が「心を込めて一生懸命育てたナス」

と言い切れるように、「ナスおじさん（杉浦さん）から教えてもらったナス」として恥ずか

しくないように、そんな思いを込めて育てていました。「思いは伝わる」それを実感する一

つの大きな経験が、これから６年生の子どもたちにどんな変化をもたらすのか、とても楽

しみです。 


